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【概要】

　この研究では、日本が直面している高齢者の社会的孤立と保育施設不足による待機児童問題を同時

に解決するためのビジネスプランを作成しました。このプランでは、高齢者が子供を世話する保育施設

を設立し、高齢者に社会貢献の機会を提供しつつ、待機児童問題の解消を目指すものです。共働き世

帯と核家族の増加、保育士不足と保育施設不足が原因であるため、安全性を確保しながら、都市部を

中心に高齢者と保育士の協力体制を強化するというものです。また、信頼性を向上させるために、保護

者向けに施設の安全性や活動内容を示す動画広告を作成し、広く周知します。これにより、高齢者の社

会的孤立を解消し、定年後の社会貢献を促進しながら、待機児童の増加も解消することを目的としてい

ます。

​​

【Abstract】
　　Japan faces two significant challenges: the social isolation of the elderly and the shortage of
childcare facilities, resulting in children being placed on waiting lists.This study proposes a business
plan that addresses both issues simultaneously by establishing childcare centers where the elderly
can care for children. This initiative not only provides opportunities for the elderly to engage and
contribute to society but also helps reduce the number of children on waiting lists. The core idea is to
enhance cooperation between the elderly and childcare workers, particularly in urban areas where the
number of dual-earner households and nuclear families is increasing. To ensure safety within these
facilities, video advertisements will be created and widely distributed to build trust and credibility. In
summary, this project aims to alleviate the social isolation of the elderly, encourage their societal
contributions post- retirement, and address the shortage of childcare facilities.

　　　（文責：中田昊）
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1. 初めに
1.1. 探究方針

　研究は、日本における高齢者の社会的孤立と待機児童問題の両方を解決するビジ

ネスプランを提案することを目指す。具体的には、高齢者が子供を世話する保育施設

を設立し、高齢者にとって社会貢献の場を提供するとともに、待機児童問題の解消を

図る。現代の共働き世帯の増加や核家族化、保育士不足と保育施設不足が背景にあ

る。このため、都市部を中心に高齢者と保育士の協力体制を構築し、安全性を確保し

ながら運営する。さらに、保護者向けに施設の安全性や活動内容を示す動画広告を通

じて、施設の信頼性を向上させ、広く周知します。このプランにより、高齢者の社会的孤

立を軽減し、彼らの社会貢献を促進すると同時に、待機児童問題の解決を目指す。

ビジネスプラン作成の風景

3



1.2. 社会的背景

　現代の日本は高齢化社会が深刻に進んでいることに加え、高齢者の社会的孤立や

孤独死が問題になっている。一方で、保育施設の不足によって、待機児童の増加も深

刻になってきている。

1.3. 待機児童問題

　待機児童の問題に関しては、「共働き世帯の増加」、「核家族の増加」、「保育士不

足」、「保育施設不足」という4つの原因が考えられる。

1.4. 共働き世代と核家族の増加

　1.2.で述べた「共働き世代の増加」「核家族の増加」に関して、これらは密接に関係し
ており、共働き世帯である上、東京都・千葉県・大阪府・神奈川県などの都市に多い核

家族の世帯のことである。このような家庭では、両親のどらも働いているため、子供の

お世話をすることが難しい。このような家庭が増加することで、保育施設の数に対して、

大幅に保育施設への入所が必要な子供が増加し、必然的に待機児童の数が増加して

しまう。共働きであっても、三世代世帯であれば、祖父母が子供のお世話をすることが

できるため、このような結論になる。

1.5. 保育士と保育施設の不足

　1.2.で述べた「保育士不足」、「保育施設不足」に関して、これらも密接に関係してお
り、新たに保育施設を開園しようとしても、保育士の不足によって開園できないのであ

る。そして、保育士の不足に関しては長時間労働、低賃金が挙げられる。長時間労働

に関しては、既存の論文の調査で8時間以上9時間未満という答えが全体の7割以上を
占めていたことから、7割以上の保育士は労働基準法で定められた労働時間内で働い
ているため、長時間労働とは言えないことがわかった。低賃金に関しては、他の国家資

格を必要とする職業と比べて給与額が低いことがわかった。このような状況を考える

と、資格を持っていても保育士にならない人が増加すると考えられる他、そもそも資格

の取得を目指す人が減少すると考えられる。また、次の図１は、有効求人者数、有効

求人数、就職件数、有効求人倍率(保育士)、有効求人倍率(全職種)について平成29
年から令和4までの推移を示している。これらのデータから現在の保育士として働いて
いる人数の2倍以上保育士が足りていない。
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　図1　出典：厚生労働省



1.6. 目的

　高齢者の社会的孤立や孤独死を解消できるだけでなく、定年後の高齢者が社会貢献

することができ、 待機児童の増加も解消できるようなビジネスプランを作成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文責：鈴森凌雅)

2. 既存の保育施設との比較
2.1. 家庭内保育事業との比較

　既存の保育施設には、保育園、家庭内保育事業などがある。保育園では、現在、低

賃金や多大な業務量などにより、人手不足問題が発生している上、保育施設も不足し

ている傾向にある。家庭内保育事業では、1人の家庭的保育者に対して、3〜5人程度
の子供が定員であるのに対し、私たちが考えるビジネスプランは数人の保育士に対し

て、20人程度まで対応することができる上、既存の保育施設では得られない高齢者や
地域の方と関わるという経験が得られる。

2.2. 社会的結びつきと地域コミュニティの強化

　高齢者が保育を行うことで地域社会全体の結びつきが強化される可能性がある。地

域の文化や伝統を次世代に伝える役割を果たすことができる。
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2.3. 身体的・精神的な能力の違い

　高齢者の身体的な能力や持続的なエネルギーは若年者に比べて低下していることが

ある。これにより、長時間の保育や体力を必要とする活動には若年者の方が適してい

る場合がある。

2.4. 経験と知識の差

　　　　　　　　高齢者は長年の生活経験や子育て経験を持っていますが、専門の保育士は育　　　　　　　

学や幼児心理学に基づいた訓練を受ける。高齢者の場合、実践的な知識や生活　　　　　　　の知恵を

活かして保育を行う一方で、専門の保育士は科学的根拠に基づいたア

　　　　　　　プローチをとる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文責：鈴森凌雅、佐藤優大)
　　　

3. 研究内容
3.1. 具体的な内容について

　子供[1]の親が保育施設の運営側にお金を払い、子供を預ける。運営が子供の親から
もらったお金を管理して、一部を高齢者[2]側に渡す。施設の広告費、維持費などを管理
し、運営する。高齢者に指示をする。高齢者が子供と遊ぶ。保育園を運営するために
認可保育園の条件を満たす。

3.2. 必要な経営資源等
　保育士資格を所持している人が1人と、円滑に保育が回るように、子供の世話をする
高齢者が6人、合計で7人が20人の対象の子供の世話をする。また、世話をするにあ
たって、オムツなどの子供の生活用品や、おもちゃなどが必要になると考えられる。事
前に保育士が高齢者に指導し、高齢者も子供も楽しく安全を意識する。

3.3. 考えられる課題
　一つ目は、安全性という点で、子供20人に対して保育士資格を所持している者が1人
しかいない。そのため、園児が危険な行動をしている際に、保育士資格所持者、高齢
者のどちらもが気づかなかった場合、事故が起きてしまう可能性がある。それを防ぐた
めに、事前にお年寄りには保育士から指導を受け、また、園児に危険なことがないよう
な施設を借りる。二つ目に、その安全性をどうやって待機児童の保護者に証明するか
という点である。世話をする高齢者に指導している場面や、楽しそうに子供が遊んでい
る場面、施設の安全性にこだわった点などを動画にし、広告を見て興味を持っていただ
いた保護者の方に動画を見ていただき、信頼を得る。

　　　　　　　
_________________________________________________________________________

　　　　　　　[1]ビジネスプランの対象となる65歳以上70歳以下の高齢者を指す。
[2]ビジネスプランの対象となる3歳以上5歳以下の子供を指す。
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3.4. 収支計画

上の表は、ビジネスプラングランプリを出すにあたって作った収支計画表である。保育
士が1人、高齢者が6人で、利益が生み出せる計画になっている。保育士の給料や保
育施設の相場などを調べた結果、このような収支計画になった。

(文責：佐藤優大、中村箔)
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4. まとめ

4.1. 結果
　ビジネスグランプリは応募数が多く、かなりレベルが高く残念ながら審査に落ちた。ビ
ジネスグランプリの運営の方からのコメントでは、収支計画の現実性の欠如や、高齢者
が保育を行う際に発生すると考えられる問題についての対策が甘いというご指摘をい
ただいた。

4.2. 考察
　私たちのビジネスグランプリが審査に通るにはプランをより具体的に練る必要があ
る。具体的には、収支計画をより緻密にする必要がある他、実際に保育士の方の話を
聞いてプランに現実性を持たせる必要がある。

4.3. 展望

　目的を達成するためには何が必要なのかを自分で考え、調べる力やコミュニケーショ

ン能力などの社会で役に立つ力を得た。これらの力を今後の学校生活や社会生活に

生かしていきたい。

4.4. 謝辞

高校生ビジネスプラン・グランプリ実行委員長

株式会社日本政策金融公庫常務取締役姪原保志様

大変お忙しい中、私たちのビジネスプランシートを審査していただき、誠にありがとうございま

した。この経験を今後の学校生活に生かしたいと思います。北海道大学教授・TAの皆様、的
確なアドバイスを下さり、ありがとうございました。

4.5. 参考文献

[1]SOUキッズケア株式会社
　https://www.skuld.co.jp/column/5932/
[2]創業手帳
　https://sogyotecho.jp/advertising-cost/
[3]資格のキャリカレ　
　https://www.c-c-j.com/course/welfare/childminder/column/column12/
[4]みんなの介護求人

　　　　　　　　https://job.minnanokaigo.com/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文責：鈴森凌雅)
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5. 発表　

5.1. SDS成果発表会（令和5年12月6日)
　チキブラとして初めての正式な発表を行った。この発表会では、旭丘高校の学　　　　

　　 年が自分たちが見たいと思った研究内容を選択してそれぞれの発表を聞くという　　　　　 もの

だ。

5.2. 開成・コズモサイエンス成果報告会

(令和6年3月15日)
　　　 　「開成コズモプロジェクト成果報告会」は、１年間における様々な探究活動の　　　　　　

果について、口頭発表およびポスターセッション形式での発表の場として設けら　　　　　　 れたもの

だ。自分達のポスター発表に加えて、他の学校の成果報告も聞いた。
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5.3. まちづくりコンペティション (令和6年3月15日)
　「さっぽろまちづくりコンペティション」は、札幌市が主催する都市計画やま

　　　　　 まちづくりに関するコンペティションのことだ。具体的には、札幌市内の特定の

地域や課題に焦点を当て、市民や専門家がアイデアを提案し、それに基づいて優

れた案件を選定するプロセスだ。そこで、様々な高校の発表を聞いた。

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文責：中村箔、佐藤優大)

6. 感想
【鈴森凌雅】
　チキブラでの活動は他の班と違った。それは、研究ではなく、ビジネスプランを練ってビジネスグランプ

リに応募するというものだった。そのため、チキブラでの活動は他の班と違い、それぞれが自分たちのア

イデアを持ってきて、そのアイデアを話し合うというところからはじまった。アイデアが決定した後は、そ

れをビジネスプランとして成立させるにはどのような改善が必要か話し合い、よりビジネスプランを現実

的にしていった。ある程度ビジネスプランが確実になってからは、ビジネスプラングランプリへの応募に

向けて、ビジネスプランシートの

作成に移り、そして応募をした。その後は他の班と同じように論文の作成をした。このように他の班とは

違う活動をしていた。そのため、苦労することも多かったが、それと同時に学べることもあり、楽しく活動

を行うことができた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文責：鈴森凌雅)
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【中田昊】
　私はこの探究活動を通じて様々なことを学んだ。一からビジネスプランを考えることは初めてだったの

で、社会貢献性と利益を両立させられるプランを想像することは難しかった。しかし、色々と調べることで

日本の待機児童や孤独死の問題についての知識を深めることができた。また、グループでの探究活動

だったので、効率良い作業分担や声かけの大切さなど、チー

ムワークの面に関しても成長することができた。この経験を、大学での研究活動や、将来に生かしたい

と思う。

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文責：中田昊)

【佐藤優大】
　今回の活動を通してさまざまなことを経験できた。まず何も知識がない状態で新しいプランを考えると

いうのが非常に難しかった。自分がやりたいと思ったプランでも、社会に必要とされていなかったり、利

益が発生しなかったりしたらビジネスとして成り立たないのでそれを考慮するのが難しかった。その上で

世の中に蔓延るビジネスと差別化するということが一番難しかった。それらを考える中で、今の世の中

の需要や利益を出すためには何をすれば良いのか、作ったビジネスを行うための相場はいくらなのかを

調べる必要があると知った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文責：佐藤優大)

【中村箔】
　私はこの活動を通して研究の難しさを知った。最初はプランを考える事くらい簡単だろうと高を括っていたが、

細かな収支計算や、法令の遵守など、きめ細かく考えることが沢山あった。このよ

うなことに則ってプラン練っていくと、既存のサービスに近づいてしまって、自分たちの個性を出

すのが難しかった。個性的なプランにこだわってしまうと、サービスの質が低下してしまって、こ

れも難しかった。論文を書くにあたって、他の班と違って、考えることがほとんどだったので、研

究のデータがあまりなくて、苦労した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文責：中村箔)
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